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東北地方日本海沿岸・飛島及び佐渡ケ島の海藻群落*

金森 武料

T. KANAMORI :τbe marine algal communities of Sado， Tobishima and Japan 

Sea coast in the Tohoku District. 

1965年以来，東北地方日本海沿岸・飛島及ぴ佐渡ケ島の春季海藻群落を調査してきた。

本邦沿岸の海藻群落の研究には，多くのすぐれた報告があるが，本海繊に関しては深浦

・温海両海岸の報文1)があるのみで，島艇や男鹿半島についての報告はないようである。

筆者は，これら島艇の海務群落を探るとともに島艇と東北地方日本海沿岸の聞における

海藻分布の関連を明らかにしようと思い本調査を行なってきたものである。多少不備な点

がないわけでもないが，二・三の知見を得たので概要を報告する。

本研究にあたり，御懇篤な御助言と本稿を御校閲下された北大名誉教授山田幸男博土に

厚く御事しを申し上げる。

調査地の概況と方法

東北地方日本海沿岸は突出した男鹿半島以外は全般的に出入がすくなく，単調な砂正と

岩礁部とからなる。一方男鹿半島と能畳半島とを結ぶ海上には飛島・佐渡ケ島の島列があ

る。佐渡ケ島は両津・真野の両湾をのぞき，荒けずりの断崖と岩礁の海岸からなり，飛島

は周縁一帯に干潮時段圧と思われる広い岩盤があり，とこるどころに大小の澗があって海

覇軍の生育に適している。両島とも北上する対馬暖流下にあるため南方系の海灘が多く，一

方冬期から春期にかけてリマン寒流の冷海水塊が南下接近するため，北方系種も交錯して

分布するという特色のある地獄である。 ζのため従来乙れら両島に分布する海藻相の比較

から，島腕聞の分布関連や成立の問題を論じた報文2，2)もすくなくない。

今回精査した地践は図の通りであるが，男鹿半島と佐渡はそれぞれ 1965年5月20日，

1967年5月2日-7日に，飛島及びその他の地威は1966年4月29日-6月5日までに踏査

した。なお調査年次が，地践によって一部異なるため，資料の路較に多少問題が残る乙と

も予想されたので，飛島については毎年5月調査を実施し，調査期間中の著しい海洋の変

* 本研究の要旨は，日本植物学会期じ支部第四回大会(196庁.8.15山形〉において講演。

**山形県教育庁指導課〈山形市旅篭町三丁目)

The Bulletin of Japanese S∞iety of Phycology， Vol.XIX.No.1， 28-33，Apr. 1971 
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化の差のないことを確めた。

調査主要領は，谷口の方法をとくに参考に

し，巾50cmの帯状権法により務IJ位10cIn間隔毎

に各種海稼の優占度を調べた。調査は主に潮

間帯であるが，当海域の干満の年絞差をも勘

案して潮位70cm~-50cmを対象にし，各調査

地の外!設と内!般についておこない，両津湾で

は防砂鹿の捨石に殻生するifff.藻について調査

を実施した。なお各地の海藻植生の資料は組

成表作業 (BRAUN-BLAt、JQUET1964) によ

り総合をなした。調査にあたっては一部微小

海藻はとりあげなかった。また各調査地では

海水比重を測定し，潮位は酒田 ・新潟両検籾l

所の記録によって補正し，湖面の正日fI(をJ初し

fこ。

調査結 果

確認された極類は緑務10，褐藻26，紅務33

の計69種であるが，群落を機成するMlを整理

区分すると次のとおりとなる。

CIJ群集の区分と分布 表 1は組成の質的

なちがいによって，各群7必を総合区分した。

A群集は，東北地方日本海沿岸の内般にみら

れるごく普通の群集であり，最も低献の底分

量29.68ゐ地戚に発現し， カヤモノリ ・ウス

パアオノリ ・ヒラアオノリ ・アナアオサを標

徴種としiWJ位10cmを中心に上部にヒラアオノ

リ下部にカヤモノリを優占する。乙の若手袋は

両津湾にもみられた。 B~平集は， 波のffilJ婦の

大きいところにみられ，植生はやや貧弱で抑l
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(表 1)群集区分と組成の質的ちがい
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組成種数

塩分量偽 29.68 

I 

深浦・岩館・門

前・小波渡の各

内磯・両津湾

25 

I 
][ 202 

1lI 1602 

][ 2400 

1lI 1202 

1lI 2200 

1lI 3800 

1lI 

27 

該当調査地

己主
深浦・大声瀬・

小砂川・金沢・

加茂・鼠ケ関の

各外磯

「一
133.16 33.49 

岩館・門前・加|寮ノ積・勝浦・

茂・由良の各外|小木の各外磯・

磯・4味 ・ 相111姫津・鴨

・勝浦・饗ノ蘭

の各内磯・法木

26 

〈種名はある群集にとくに結ぴつくもの，及び常在度クラスや総合優占度の高いもののみ

を記した。〉

集は，$1オグサやイソモクが減少しトグモク・オオパ毛ク・ミツデソゾ・ツルアラメなど

.が出現する。なおカゴメノリは本群集にのみ結びっく種として特徴づけられる。その他い

ずれの群集にも統合されない組成があり，とくに地下湧水をみる吹浦沿岸のイツムラサキ

・アナアオサ・ムカデノリを含む組成は，むしろ調査対象外の河口付近のものと総合され

るものであるう。
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(1) 飛島と佐渡にのみあって，他にないもの…ミツデソゾ・カゴメノリ・カギノリ

(2) 飛島と佐渡に常在度・優占度が高く， .他にないか或は極めて低いもの…ハパノリ・ト

ゲモク・イソモク

(3) 他地域に常在度高く，飛鳥と佐渡に低いもの…ツヤナシシオグサ・ショウジョウケノ

リ

(必他地域にあって，飛島と佐渡にないもの…オオソゾ

(5) 佐渡をのぞく全地域にみられ，北部地域ほど多くなるもの…ケウルシグサ

(6) 飛島を特徴づけるもの…ツルアラメ・オオパモク。
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なお佐渡ではツJレアラメ・オオパ毛クは翻間帯下の植生種であるのに対し，飛島では潮

位一10C/IIから生育している点は興味がもたれる。

当該海域の潮汐のは，潮差2D--25C/11， 平均湖面18.7C/11， 年較差70.1C/11--38.1C/11で，調

査期間中の4・5月の平均湖面は1.9C/11で海上が最も穏やかな時である。

考 察

単調な海岸線からなる東花地方日本海沿岸は，ひとしく外海水の影響をうけ，既に谷口

も報告している通り内磯にヒヲアオノリーカヤ毛ノリ群集=A群集がみられる。その外側

にカヤモノリとショウジョウケノリを主体とした群集=B群集のある乙とがわかった。 ζ

の群集は東北地方日本海沿岸に普通にみられ，直接外海に面して激浪をうける地域や飛島

・佐渡のような外洋高齢域ではみられない。外海に面したこのような地域では，ツヤナシ

シオグサーネパリモ群集=c群集(谷口1】は外磯群落と報じている)がみられるが，本土

沿岸の加茂・由良・門前・岩館及び佐渡・飛島にその例をみる乙とから，本土沿岸ではむ

しろ外洋に突出した岬などに限られた，いわば純外磯的群落とみた方がよい。

飛島と佐渡の関連が極めて高いことは，乙の純外磯的群集が，内磯一帯に広く分布して

いることと，外縁部にミツデソゾやオオパ毛クを主体とした群落=D群集が共通してみら

れることによると言ってよい。とのような群落は，能登半島輪島の群落d)と類似するが，

果たしてどの地域のどんな群集に統合されるかは今後の課題と恩われる。いずれにしても

対馬暖流の強い影響が考えられ，東北地方日本海沿岸と異った分布域に包含される。なお

男鹿半島と島畷との関連は，直接結びつけ難く，男鹿を含む東北地方日本海本土沿岸は，

ほぽ同相と思われる。ただし北部域に施方系のケウルシグサ・オオソゾの増加が認められ

ることから，施上に伴い寒海色が多少増す傾向にあることは言えそうである。とくに男鹿

半島を境にその差が認められる。 乙れは冬~春にかけての水温差町}によるものと考えら

れるし，乙のととは島唄聞の差についても同じことが言えるようである。

Summary 

The intertidal zonation of marine algae was studied in Sado， Tobishima and the Japan 

Sea coast in the Tohoku District. The result of our study shows The association of 

Cladophora glaucescens副 Leathesiadifformis釦 dthe one mainly c∞sisting of 

Laurencia okamurai， Sarg.ωsum ringgoldianum and Ecklonia stolo71ifera are found 

along the coast of Tobishima and Sado， which su箆 :eststhere is a close relation between 

these two islands. 

The intertidal zonation of the J apan Sea ∞ast in the Tohoku Di柑 icthas the types 

of sheltered shores. 

The association of the coast north of the Oga Peninsula has much in common with 

those in the colder sea. 
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τne important factc町 withregard to the distribution of the aIgae communities are the 

Tsushima Currents and temperature action. 
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